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である。ここでは，剥離無しが回帰曲線の上方に散布
し，層内剥離の凡例が回帰曲線の下方まで散布してい
るので，層内の損傷有無を区分仕切れていない。当該
調査現場では全体的に損傷が進んでいたので，図中に
は中交通の追越し車線のデータを付した。このデータ
の殆どが回帰曲線の下方に位置したこと，また層内剥
離が無かったことから，交通履歴の途中過程として推
察される。この意味では，今後のモニタリングにより，
補正たわみ差による説明が可能な供用条件を研究して
行くこととしたい。

4．おわりに

高速道路本線における FWDの測定間隔は約 50 m
を基本としており，所要時間は調査延長が 3 kmの場
合で約 2時間程度である。
現在のところ NEXCO からの依頼により，現場で

問題視される箇所を中心に FWD測定を行っている。
測定した結果は直ちにNEXCO の道路管理者に報告
しており，補修計画の優先順位を行う際の資料として
役立てられている。

今後はこのような損傷箇所の把握だけではなく，長
期的なライフサイクルコスト管理の視野に立った戦略
的な測定も実施して行く所存である。
最後に，舗装はお客様との接点であることから，常
に効率的でお客様の視点に立った路面管理手法を目指
して行く必要があると考えている。FWDは 1つの非
破壊手法であるが，測定時に車線規制を要するという
意味ではさらなる改善が必要といえる。このような視
点で，今後の路面管理手法を捉えて参りたい。
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・ 国土交通省制定「建設機械等損料算定表」に基づいて
  編集
・ 損料積算例や損料表の構成等をわかりやすく解説
・ 機械経費・機械損料に関係する通達類を掲載
・ 各機械の燃料（電力）消費量を掲載
・ 主な機械の概要と特徴を写真・図入りで解説
・ 主な機械には「日本建設機械要覧（当協会発行）」の関
  連ページを掲載
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